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４．研究の趣旨・概要 

   社会       及    気象   現象の  と  の 、より時空間的  

  海盆スケー の気候変動現象    そ  気候変動現象 最も卓越  熱帯太平

洋のエ ニーニョ/   動現象 研究代表者  発 した ン 洋の   ー  ー

 現象(Saji et al 1999, Nature)  い  、      発 予測実      い

  と   、近年、     の        、気候変動現象そのもの 変 

し、新た 気候変動現象 頻発し始めた 熱帯太平洋  研究代表者 命名したエ ニ

ーニョ    ラニーニ      現象 頻発し い (Ashok and Yamagata 2009, 

Nature)      の  も    の現象と 著し      の 15年  ラニーニ

 現象 ラニーニ    現象 頻発し、その   より           た 

のよ     い よ        エ ニーニョ現象 エ ニーニョ   現象 

頻発し、気候の  ー シ   起 たと   1976 年  の 20 年  と    の

      加  、研究代表者  、最近、中緯度の 陸西岸 沿岸ニーニョ/ニーニ

     気候変動現象 発生   と   した    、2011 年 2 月、豪州西岸 

の海水  過去 先  の い       り、周辺の珊瑚礁• 漁業•  業     

    た 研究代表者  、 の現象 ニン  ーニーニョと名  、予測可能性 

検証し     (Doi et al. 2013, Scientific Reports)   した  気候変動現象

と 10年  変動との  も     要     

   研究  、   最近頻発し い 新しい気候変動現象の発生  ニ   その周

辺 の気候 の     し、    の予測実  新た 予測実  通し 、その予

測精度 向上 せ  更 その予測情報 ア ア• オセアニア  対し 詳細 ( ウン

スケーリング)し、実社会 動 応用  気候 ー スのプ    プ 確立 せ   

 

 



 

 

 

 

５．研究項目及び実施体制と研究の  ー  

    

(２ )”アジアーオセアニア域に密着した

ダウンスケーリ ング予測”

(Ratnam , ポスド ク B)

（ ３ ） ”予測情報の社会応用” 

(佐久間, 袁, ポスド クC)

農業、 感染症、 水管理

ステークホルダーとの恊働企画、 恊働作業、 恊働生産(Codesign+Cowork+Coproduc1on)

により 、 海洋研究開発の中核機関として人類社会の福祉と持続的な展開に貢献

（ １ ） ”最近頻発し始めた自然気候変動現象の実態解明とその予測”　

(Behera , 土井, ポスド ク A)

大気• 海洋観測と

地球シミ ュレーターを活用した

グローバル大気海洋変動の予測と検証

エルニーニョ /ラニーニャモド キ現象や

沿岸ニーニョ /ニーニャ現象の影響を受け

やすいアジア-オセアニア域

複雑な地形を考慮した

高解像度の予測情報

気候サービス及び

早期警戒システムの

プロト タイプ構築

社会経済学者や政策担当者が意思決定

しやすい予測情報に加工 

エルニーニョ /ラニーニャモド キ現象や

沿岸ニーニョ /ニーニャ現象が研究対象

代表者/総括： 山形

地球温暖化や

1 0年規模変動の位相との相互関係は？

衛星データ 係留ブイ

 


